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1. はじめに
本発表の背景
古サルデーニャ語で書かれた Condaghe（11 世紀～13 世紀）では、不定
詞が単独で主節の動詞のようにふるまい、「規定（～すること／～する
ように）」の意味を表す例が観察される。

本発表の目的
古サルデーニャ語における「規定」を意味する不定詞について考察し、そ
の形態統語論的特徴について明らかにする。
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本発表の主張 (i)：
「規定」を意味する不定詞は、非屈折不定詞 (non-inflected infinitive / 
personal infinitive) であると考えられることを示す。

非屈折不定詞＝明示的な主語をともなうが、その主語と一致する屈折語尾
を持たない不定詞

非屈折不定詞と考えられる根拠として、不定詞の主語が義務的に不定詞の
後ろに置かれることを論じる。
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本発表の主張 (ii) 

主節の動詞のようにふるまい、「規定」を意味する不定詞は、「非従属
節化 (insubordination)」(Evans 2007) によって生じたことを示す。

非従属節化＝形式的には従属節に見える構造における、慣習化された主
節の用法 (Evans 2007: 367)

非屈折不定詞を支配していた「～することを命じる」のような本来の主
節動詞が省略された結果、従属節（不定詞補文）にあった非屈折不定詞
だけが残され、それが主節動詞のようにふるまうようになった。
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本発表で扱う古サルデーニャ語文献
Condaghe di San Pietro di Silki (CSPS)：ログドーロ方言／11 世紀～ 13 世紀
(Soddu and Strinna 2013) 

Condaghe di Santa Maria di Bonarcado (CSMB)：ログドーロ方言・カンピ
ダーノ方言／12 世紀 (Virdis 2002)

Condaghe（コンダーゲ）＝教会で作成された文書。訴訟、土地売買、領
土の分配、財産の寄進、物々交換について記録された。
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2. 先行研究
Virdis (2002: 202)：条件文の帰結節に現われる不定詞 ispiiare「解放する」

(1) bocando=nde           de  si  ‘nde   kertavat                 neunu   homine mortale  o    isse, 

separate.GER=there of   if  there  litigate.IMPF.3SG no one  man        mortal    or  he

d’ispiiare=mi=la              a    ssanta Maria... (CSMB 11) 

COMP=liberate.INF=me=it     for St.        M.

「もし、誰かまたは彼が訴訟を起こせば、私はそれ（土地）を Santa Maria のために解
放しなければならない、という条件で（上記の交換はおこなわれた）」

7



Virdis (2002: 202) では、ispiiare は義務的モダリティを表す助動詞 dovuto 
(← dovere) を用いて ‘avrei dovuto risolvere’とイタリア語訳されている。す
なわち、土地の交換に関する取り決め＝「規定」の意味を持つと解釈で
きる。

しかしながら Virdis (2002) では、(1) のような不定詞と、一般的な条件文
の帰結節に現れる動詞（＝定動詞）との違い、あるいはなぜ不定詞が単
独で現れているかについての具体的な説明はない。
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通常、(2) のように条件文の帰結節には不定詞ではなく定動詞が現れる：

(2) <si morit               fiiu meu eniu,          appat=ila                         totta  sa   parthone 

if  die.PRES.3SG son my   widower   have.SUBJ.PRES.3SG=it    all       the property

scu. Petru pro anima mea>. (CSPS 85) 

St.   P.        for   soul     my

「もし私の息子が未婚のまま死んだら、私の魂のためにすべての財産を St. Petru が持つ
ものとする」

「規定」を意味する不定詞の特徴について明らかにするために、ほかの
事例を観察し、より広い視点から分析する必要がある。

9



3. 「規定」を意味する不定詞
(3) では、帰結節（主節）に定動詞は観察されず、不定詞 auer(sinde)「持つ」
が主節動詞のような役割を担っている。不定詞の後ろにはその主語 scu. Petru 
di Silki が観察される：

(3) et    beninde ki=nde  kertaret                        neunu    donnu  ki     ui       ait                in  sa

and        in case           litigate.SUBJ.IMPF.3SG no one  man     REL there have.PF.3SG in the

domo de Seue, [...] d’auer=si=nde                bene        de=ssa domo d’Usune scu. Petru di  Silki... 

house of S.               COMP=have.INF=REFL=there property of=the house of=U.       St.   P.        of S.

(CSPS 408)

「Seue の家にいた人が訴訟を起こした場合は、St. Petru di Silki が Usune の家の財産を所有する
こと」
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(4) の帰結節では、不定詞 esser と auer が主節動詞のような役割を持つ。
その主語はそれぞれ後ろに現われる tottu とMariane である：

(4) in fine           de  si  fakean               fetu  umpare   d’esser tottu de  scu. Petru, 

in condition of   if  make.IMPF.3PL child together COMP=be.INF all       of  St.    P. 

e       de  non  bi        auer bias     Mariane (CSPS 43)

and  COMP not   there have.INF rights   M.

「もし彼らがともに子どもを作ったら、そのすべては St. Petru のものであること、そし
てMariane は権利を持たないこと、という条件で」
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(5) では、不定詞 ispiiare「解放する」が主節動詞のような位置づけにある。
その主語は issos「彼ら」である。

(5) in  placitu    de  si  mi=nde      kertauat                alikis,         o frate      suo,  o    istraniu, 

in  promise  of  if  me=there  litigate.IMPF.3SG someone or brother his    or   stranger

d’ispiiare=la            issos a   scu. Petru. (CSPS 220)

COMP=liberate.INF=it    they  to  St.   P.

「もし、彼の兄弟や他人など、誰かが私に訴訟を起こしたら、彼らは St. Petru をそれ
（＝要求）から解放すること、という同意のもと」
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(3)～ (5) のように、「規定」を意味する不定詞はその後ろに主語をとも
なうことができる。また、(5) の issos が示すように、不定詞の主語は形
態的に主格である。

サルデーニャ語には、明示的な主語をともなうが、その主語に一致する
屈折語尾を持たない不定詞が存在する。このような不定詞は非屈折不定
詞 (non-inflected infinitive / personal infinitive)と呼ばれる (Jones 1992, 1993, 
Mensching 2017, Kanazawa 2023, etc.)。
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補文節に現れる非屈折不定詞
(6)、(7) では非屈折不定詞は主節動詞 iudicarun と不定詞補文を導く補文標識
a に支配され、補文節に置かれている。また非屈折不定詞 battuier、batture 
の主語はそれぞれ主格 isse、ego であり、常に不定詞の後ろに現われる：

(6) Issara li      iudicarun      a         battuier isse destimonios ca       los      coiuuaramus... (CSPS 204)

then   him order.PF.3PL COMP bring.INF he    testimonies  COMP them  marry.PLUPF.1PL

「それから彼らは彼に、私たちが彼らを結婚させたという証明を持って来るよう命じた」

(7) Judicarun=imi     a         batture ego destimonios ka       los     kanbiarun 

order. PF.3PL=me COMP bring.INF I       testimonies COMP them exchange.PF.3PL

a   pecuiare... (CSPS 409)

as property 

「彼らは、それらを財産として交換したという証明を私が持って来るよう命じた」
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帰結節に現われる「規定」を意味する不定詞の前の de は、(6)、(7) の a 
と同様に補文標識と考えられる（？⇒残された問題）
「規定」を意味する不定詞が補文標識 de をともなわないケースも観察さ
れる：

(8) e      ppus co      aet                     morre torrare=si          a   sscu. Petru. (CSPS 252)

and after COMP have.PRES.3SG die.INF return.INF=REFL to St.      P.

「そして彼が死んだ後、（それらの財産は）St. Petru に返されること」
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4. 主節動詞に支配される不定詞
(9) の帰結節に現われる dare は、sos fiios を主語とする非屈折不定詞であ
る。さらにこの dare は、文頭の posit「彼は命じた」を主節動詞とする、
不定詞補文にあると解釈できる：

(9) Et    posit,            si a=ssa   morte  non  pariat                bonu  a=ssos  fiios,  dare sos fiios 

and order.PF.3SG if to=the death   not  seem.IMPF.3SG good  to=the  sons   give.INF the sons 

parzone d’unu  fiiu de  onnia  cantu            eti                lassare... (CSMB 31) 

part        of=a    son of  every   as much as  have.PF.3SG leave.INF

「もし彼の死にあたって、息子たちにそれが正しいように思われなければ、息子たちは、
彼が残したもののうち、ひとりの息子の分け前を与えることを彼は命じた」
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(10) では、dare は poserunを主節動詞とする不定詞補文にあると考えられ
る：

(10) Et    poserun=imi       in pena     de  si mi=nde     kertauant            per neunu tempus, o issos 

and order.PF.3PL=me in penalty of   if me=there litigate.IMPF.3PL for   no        time       or they 

o  neunu homine pro 'ssos,  dare a=ssu   rennu    issos .iiij. libras d’argentu... (CSPS 10) 

or no       man       for  them  give.INF to=the tresury  they    4   libras of=silver

「もし彼らもしくはほかの誰かが彼らのために将来私に訴訟を起こしたら、彼らは国庫
に銀 4 リブラを支払うことを、罰として、彼らは命じた」
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(11) は、(9)、(10) と同じく屈折不定詞が主節動詞に支配されている例で
あるが、構造的にはより単純である。また (11) では補文標識 adが見られ
る：

(11) Poserus         ad        iurari        homines VIII  de sa  villa      ki    furunt      senekes (CSMB 100)

order. PF.1PL COMP swear.INF men         8     of the village REL be.PF.3PL old

「私たちは村の年老いた 8 人の男に誓うよう命じた」
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5. 非従属節化
4 節で、「規定」を意味する非屈折不定詞が主節動詞に支配される例を
見た。一方で、3 節で見た例では、主節動詞がなく、非屈折不定詞が単
独で主節動詞のようなふるまいをしていると言える。
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非従属節化 (insubordination) (Evans 2007: 367)：
”the conventionalized main clause use of what, on prima facie grounds, appear 
to be formally subordinate clauses”

「形式的には従属節に見える構造における、慣習化された主節の用法」

非従属節化には、不定詞の独立用法、接続法の主節の用法、条件節の単
独用法などが含まれる (Evans 2007)。またこれらの構文の主要な機能とし
て「命令・要求」がある (Evans 2007: 387)：

(12) Alzarsi, porci, avete capito? Rifare i letti, ma presto! Pulirsi le scarpe（イタリア語）
「起きろ、豚ども、わかったか？ベッドを整えろ、早く！靴を磨け」
（Evans 2007: 366 における P. Levi, La Tregua: 14 (Morretti and Orvieto 1979: 19) からの引
用）
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3.2 の (9)、(10) で示した、主節動詞をともなう、本来の従属節としての機能
を持つ屈折不定詞には、非従属節化が起きていない：

(13) (= 9) Et    posit,            si a=ssa   morte  non  pariat                bonu  a=ssos  fiios,  dare sos fiios 

and order.PF.3SG if to=the death   not  seem.IMPF.3SG good  to=the  sons   give.INF the sons 

parzone d’unu  fiiu de  onnia  cantu            eti                lassare... (CSMB 31) 

part        of=a    son of  every   as much as  have.PF.3SG leave.INF

「もし彼の死にあたって、息子たちにそれが正しいように思われなければ、息子たちは、
彼が残したもののうち、ひとりの息子の分け前を与えることを彼は命じた」
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3節の (3) ～ (5) では、非従属節化によって主節が省略された結果、従属節の非
屈折不定詞が残され、それが主節動詞のようにふるまうようになった。
また、このような非屈折不定詞は常に「規定」の意味に解釈される。つまり
「慣習化された主節の用法」にあたるといえる：

(14) (= 3) et    beninde ki=nde  kertaret                        neunu    donnu  ki     ui       ait                in  sa

and        in case           litigate.SUBJ.IMPF.3SG no one   man     REL there have.PF.3SG in the

domo de Seue, [...] d’auer=si=nde                bene        de=ssa domo d’Usune scu. Petru di  Silki... 

house of S.               COMP=have.INF=REFL=there property of=the house of=U.       St.   P.        of S.

(CSPS 408)

「Seue の家にいた人が訴訟を起こした場合は、St. Petru di Silki が Usune の家の財産を所有する
こと」
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5. まとめ
本発表の主張
(a) 古サルデーニャ語の条件文の帰結節に現われ、主節動詞のようにふる
まう不定詞は、非屈折不定詞であると考えられる

(b)主節動詞のようにふるまう非屈折不定詞には、非従属節化が起きてい
る。このような非屈折不定詞は常に「規定」の意味に解釈できることか
ら、非従属節化によって「慣習化された主節の用法」を得ている
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残された問題：非屈折不定詞を導く補文標識について
条件文の帰結節における非屈折不定詞の前に、補文標識 de が現れることを見た。
一方、一般的な不定詞補文に現われる非屈折不定詞は de ではなく a によって導
かれる：

(15) (= 6) Issara li      iudicarun     a battuier isse  destimonios ca       los      coiuuaramus... (CSPS 204)

then   him order.PF.3PL COMP bring.INF he    testimonies  COMP them  marry.PLUPF.1PL

「それから彼らは彼に、私たちが彼らを結婚させたという証明を持って来るよう命じた」
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条件文の帰結節に現われる非屈折不定詞において a を補文標識とする例
は観察されなかった。
⇒古サルデーニャ語において de と a の用法には違いがあるのか？

一方、現代サルデーニャ語における不定詞補文を導く補文標識について
Jones (1993: 260) は、“In many cases the choice between a and de is largely 
arbitrary and subject to dialectal or ideolectal variation.” という (Cf. Groothuis 
2020: 154)。
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補足：現代サルデーニャ語における関連す
る現象
現代サルデーニャ語では、不定詞が特定の人物を対象とするのではなく、
広く関連する人物を対象とした命令、勧誘の意味を持つことがあるとい
う (Jones 1993: 29, Pisano and Remberger 2022: 325)。この場合 a をともな
う：

(17) A        la     trattare   bene!

COMP her  treat.INF good

「彼女がよく扱われるように！」(Jones 1993: 29)
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Jones (1993: 29) によると、この a は、不定詞補文を導く補文標識（もしく
は前置詞）で、本来は kerrere「欲する」などの主節動詞の従属節として
用いられるという。したがって、(17) は (18) における非従属節化によって
生じたといえる：

(18) Keljo                 a         la    trattare   bene. (Jones 1993: 29)

want.PRES.1SG COMP her  treat.INF good

「私は彼女が（人々に）よく扱われてほしい」
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略号一覧
COMP:補文標識 GER:ジェルンディオ
IMPF:未完了過去 INF:不定詞
PF:完了 PL:複数
PLUPF:大過去 PRES:現在
REFL:再帰代名詞 REL:関係代名詞
SG:単数 SUBJ:接続法
1-3:人称
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ご清聴ありがとうございました。

本研究は、JSPS 科研費（課題番号：19K00563「未記述方言の形態統語論から
見たサルデーニャ語の歴史的・類型論的研究」による研究成果の一部です。

31


	古サルデーニャ語における「規定」を意味する不定詞と非従属節化
	本発表の構成
	1. はじめに
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	2. 先行研究
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	3. 「規定」を意味する不定詞
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	4. 主節動詞に支配される不定詞
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	5. 非従属節化
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	5. まとめ
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	補足：現代サルデーニャ語における関連する現象
	スライド番号 27
	参考文献
	参考文献
	略号一覧
	スライド番号 31

